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１．ごあいさつ 

 

関係諸団体のみなさまへ 

 

当財団は、1994 年に全国初の大学連携組織である「京都・大学センター」として発足し、2010 年 7月には

内閣府より認可を受け、公益財団法人に移行しました。現在は約 50の大学・短期大学に加え、地方自治体・

経済団体も参画する全国最大のコンソーシアム組織に発展しました。 

 

当財団では、2019 年から中長期計画である「第 5ステージプラン」において、地域コミュニティや経済団

体、自治体との相互連携の強化に重点を置き、京都地域の大学・短期大学の「個性」と「特色」を活かした

取組の展開により、多様な「学び」を求めるすべての人々の期待に応える取組を展開しております。 

 

また、第 5 ステージにおける各事業の推進に当たっては、①加盟校ニーズ・期待に応える事業運営、②大

学と地域との連携推進、③交流・プラットフォーム機能の強化、④「大学のまち京都」のブランド力向上、

⑤高等教育を取り巻く環境の変化に対応する、先進的で独自性のある事業展開、以上 5 つの事業推進方針

を踏まえて取り組んでおります。これらの方針を踏まえ、効果的・効率的な事業展開により、多様なニー

ズに対応することで、第 5 ステージのビジョンである「だれもが学び、つながる京都(まち)」の実現を目

指します。 

 

これらの計画を通じて、大学と地域社会および産業界の連携を強めるとともに、大学相互の結びつきを深

め、教育研究のさらなる向上とその成果の地域社会・産業界への還元を目指します。今後も、皆さまのご

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

2019(令和元)年 12月 1日 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

理事長   仲谷 善雄 
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２．インターンシップ・プログラムの実施に関する基本方針 

 

１．基本理念 

 公益財団法人 大学コンソーシアム京都(以下、本財団という)が行うインターンシップ・プログラムは、

大学教育の一環としての産官学地域連携による教育プログラムである。採用に直結するインターンシップ・

プログラムとは異なり、その教育効果として「学習意欲の喚起」「高い職業意識の育成」「自主性・独創性の

ある人材育成」を目標に掲げたプログラムに基づいて実施する。 

 

２．責務 

 受入れ企業・団体、学生の所属大学および本財団は、学生が主体的に学ぶ機会の提供に努め、三者によ

る協定に基づき、三者の連携による質の高い就業体験プログラムの実施に努める。 

 本財団より委嘱を受けた大学教員は、コーディネーターとしてインターンシップ・プログラムの運営に

あたり受入れ企業・団体と学生のコーディネートを担う。 

 

３．インターンシップの設計について 

 インターンシップの設計にあたっては、基本理念に掲げる教育効果に結びつけるために、学生が達成す

る目標を設定する。 

 

４．インターンシップの実施について 

 学生募集にあたっては、本財団が主体となり、教育プログラムとしての趣旨を説明し、理解を示す学生

の出願を受付けるものとする。 

 インターンシップ実習においては、学生に任せる仕事の位置づけを明確にし、実習内容と受入れ要件を

明示する。 

 インターンシップ実習の期間中は、学生に対して状況に応じた適切なアドバイスができるよう、受入れ

企業・団体において指導担当者をおく。 

 インターンシップ実習の前後には、コーディネーターの指導の下に学生が自らの学びと成長を言語化す

る機会を設ける。 

 

５．インターンシップの評価について 

 大学生の就職活動をとりまく社会情勢をとらえ、より質の高い就業体験プログラムの提供を目指して、

学生と受入れ企業・団体および学生の所属大学からの評価を得る機会をつくり、インターンシップ事業企

画検討委員会を通して見直しと改善へつなげる。 

制定日 2014 年 11 月 14 日 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

インターンシップ事業推進室 
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３．実習生受け入れについてのお願い 

本財団のインターンシップ・プログラムは、前掲の基本方針の理念に賛同し、登録くださっ

た受入先企業・団体(以下受入先)の方々と協同して運営しています。 

京都の大学・短期大学学生の人材育成プログラムとなりますようご協力をお願いいたしま

す。 

 

(１) 登録について 

●受入先登録にあたっての条件 

①～⑤を満たしていること 

□① 法人格を有すること 

□② 事務所と就業規則があること 

□③ 事業を 5年以上継続していること 

□④ 実習生の指導に係る十分な人員を有すること 

□⑤ 実習場所及び実習に必要な設備・機器の提供が可能なこと 

 
●実習生受け入れのために必要な条件 

  □① 実働 10 日間以上の実習ができること(1日の実働は 7 時間を標準とする) 

□② 受入先登録担当者は、実習部署担当者と常に連携して、実習状況を把握し、必要

な対応ができること 

□③ 実習生による実習期間前(6月 15日(月)～７月3日(金)の期間)の事前訪問時に、

実習予定(日程・内容)等の詳細説明ができること、および事前訪問時に実習部署

担当者と打合せができること 

□④ 指定する期日までに「実習予定表」の提出ができること(様式②参照) 

□⑤ 実習期間中、初日の実習説明、最終日の振り返り、日々の指導・振り返りの時間・

実習生の実習日誌の確認と所感等への記入ができること     

□⑥ 受入先と実習生の所属大学、本財団との三者間で「インターンシップ実習生派遣

に関する協定書」の取り交わしができること(様式③参照) 

□⑦ 実習生指導のための担当コーディネーターによる実習期間中の職場訪問(中間

指導)に対応ができること。※実習に関わり、財団職員、学生の所属大学の教職

員が訪問する場合もあります。    

  □⑧ 実習終了後に「実習状況報告書」、「受入先担当者アンケート」の提出ができるこ

と(様式④⑤参照) 

 

●実習生受け入れの際、ご協力いただきたいポイント 

※学生が業界・仕事への関心を高めるための実習のポイント 

ポイント① 可能な範囲で結構ですので、貴社・団体における多様な業務を体験させる

など、できるだけ仕事の全体が見えるような実習をお願いします。 
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ポイント② 社長・役員様より経営に関するお話や、複数の社員様と仕事をテーマにし

た学生との懇談などを日程に入れていただけると、学生はより仕事への

関心を高めることができます。 

ポイント③ 学生が実習全体を見通しながら、獲得目標をもって実習に取り組むため

に、実習初日には関係社員への紹介や、実習スケジュールと守秘義務等の

注意事項をお話しいただき、学生から獲得目標の話しをさせてください。 

ポイント④ 学生が日々の仕事から学んだことを振り返ることができるように、お手

数ではありますが日々の実習日誌へのコメント記入をお願いしておりま

す。また、実習終了時には、学生が掲げた目標との関係で成果報告を発表

させることや面談を行うなどで、本人の振り返りを促してください。 

 

以上の学生との関わりを通して、社内意識のリフレッシュや社員育成などに繋がる工夫

をしていただくことで、この実習が貴社・団体においてもより意味を持つものと考えます。 

 

  注１)インターンシップは、教育活動の一環としていますので、採用活動としての位置

付けはご遠慮ください。実習生が就労体験をすることがインターンシップの目的

のため、原則として、就労に対する報酬は無給でお願いします。 

注２)実習生が実習前の事前学習(講義)を欠席した等の場合、実習を中止させていただ

くことがあります。 

 

 

 

(２) 実習プログラムについて 

受入先の皆様には、実習生への事前訪問時に実習予定を説明いただくと共に、実習生がどの

ような実習を受けるのかを事務局と担当コーディネーターが把握するために「実習予定表」

を提出していただきます。(様式②参照) 

 

「実習予定表」の作成にあたり、下記の実例を参考資料としてください。 

■ビジネスコース(例：小売業) 

実習日 実習部署・実習内容 実習生指導担当者 

8/1 本社：事業内容紹介(オリエンテーション)・プログラムの全体説明 ○○人事課長 

8/2 本社：基本・ビジネスマナー研修 接客ロールプレイング ○○総務課社員 

8/2 8/3 ○○倉庫：製造現場・出荷など現場での見学と作業体験 ○○管理課社員 

8/4 本社→各店舗：店舗の視察、社長からのお話 ○○営業課長 

8/7～8/9 ○○店舗：店舗実習、営業同行、社員との懇談 ○○店店長 

8/10 本社：最終報告会準備 ○○人事課長 

8/12 本社：最終報告会 振り返り面談 ○○人事課長 
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■パブリックコース(例：行政) 

実習日 実習部署・実習内容 実習生指導担当者 

8/17 事業内容紹介(オリエンテーション)・プログラムの全体説明 ○○人事課職員 

8/18 講座に参加(ビデオ撮影) ○○主任 

8/19 アンケート集計作業 ○○職員 

8/22 中堅職員研修会見学 幹部職員からのお話し 

イベント準備(パンフレット発送作業) 

 

8/23～8/25 イベント資料作成(メール、電話受付、データ作成)  

8/26 イベント開催(当日運営補助)   

8/29 イベント報告書類作成補助 職員との懇談  

8/30～9/2 会議準備(資料・掲示物・名札など) 最終報告日資料作成  

9/5 会議開催(当日準備、欠席者資料送付)  

9/6 最終報告会 振り返り面談 ○○人事課職員 

 

 

 

(３)保険について 

インターンシップ実施期間中(通勤及び実習中)に発生した事故等に関して、本財団で実習

生全員を対象に以下の保険に加入します。保険の予定額は以下の通りです。 

なお、自動車・自動二輪車・原動機付自転車による通勤、実習中の運転は保険の適用外とな

りますのでご留意ください。 

 

       

 

 

(４)実習生の選考について 

本プログラムの出願学生については全員、本財団で面接を行います。その後の実習生の選考

については、次のいずれかを選択していただきます。  

①大学コンソーシアム京都で実習生を決定する。 

②受入先にて実習生を決定する。 

＊詳細は P.9～10 をご覧ください 

【傷害保険】 

 死亡・後遺障害   ５００万円 

 入院保険金日額   ４，５００円  

 通院保険金日額   ３，０００円 

 【賠償責任保険】 

 てん補限度額    １億円（自己負担額０円） 
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(５) ビジネスマナー講座、リスクマネジメントについて 

実習生には事前指導を実施します。事前指導の内容には、ビジネスマナー講座や業界研究が

あります。また、実習生に対して、実習期間中に知り得た情報に関する守秘義務を課せられ

ていることなど、リスクマネジメントについても指導します。 

 

 

 

(６)ハラスメント防止と対応 

本財団ではハラスメント相談員を配置しています。ハラスメントをはじめとしたトラブル

を未然に防ぐため、事前指導・啓発等を徹底するとともに、トラブル発生時には、迅速かつ

丁寧な対応を行える体制を整えています。 

 

公益財団法人大学コンソーシアム京都 ハラスメント相談窓口 

TEL：075-353-9103(日・月曜日を除く９：００～１７：００) 

メ-ル：talk@consortium.or.jp 

 

 

 

なお、受入先におかれましては、リスク回避のため以下の点にご注意ください。 

○実習期間終了後も、業務やプロジェクトに関わらせること。 

○私的に食事やお酒の席に誘うこと。 

○私的なことで実習生の携帯やメールに連絡を取ること。 

 

また、以下の点にご配慮ください。 

 ○実習生のミスを他の実習生の前で叱ること 

 ○大学では健康管理と法律厳守のため、禁煙・分煙が進んでいることから、実習中の実習

現場での社員の方の禁煙・分煙にご配慮ください。 

 

このようなケースからトラブルにつながる場合があります。なお、実習生を受け入れていた

だく中で、お気づきの点があれば、速やかに事務局までお知らせください。 

  

7

mailto:talk@consortium.or.jp


 

 
 

４．2020 年度インターンシップ・プログラム実施フロー 

 

＊日程は諸事情により変更となる場合がありますので、ご了承ください。 

 受入先企業・団体 実習生 

１月 1/31(金) 次年度受入先基本情報登録〆切① 

(募集ガイド(約 2万部発行)に掲載の場合) 

 

２月 2/28(金) 次年度受入先基本情報登録最終〆切② 

2/14(金) 受入先交流会の開催 

 

３月 3/12(木) 受入先実習部署登録〆切① 3/13（金）受入先情報検索開始 

４月 4/9(木) 受入先実習部署登録最終〆切② 

（中旬:登録受入先担当者の確認） 

下旬：Web エントリー開始、説明

会参加 

５月 <受入先選考の場合> 

5/18(月) 出願者リスト受領・実習生選考 

5/25(月) 受入先選考結果提出〆切 

<登録いただいた全受入先> 

5/29(金) 実習生の確定通知受領 

5/15(金)、16(土)出願・面接 

 

 

 

5/30(土) 選考結果発表 

６月 6/4(木) 受入先ご担当者説明会参加 

(キャンパスプラザ京都) 

6/5(金)「事前訪問ご担当者様確認票」提出 

 

6/15(月)～7/3(金)事前訪問依頼電話と事前訪問対応 

(実習生が受入先を訪問し、ご担当者様にご挨拶、実習日程・内容等の

確認をします。訪問日程については、事前にご提示いだいている日程

より実習生が選択し、ご担当者に電話連絡いたします) 

 

 

6/13(土) 事前学習① 

 

6/15(月)～6/17(水) 

事前訪問依頼電話 

6/18(木)～7/3(金)事前訪問 

 

７月 7/3(金) プログラム「実習予定表」提出 

 

上旬：「三者協定書」の締結 

下旬：事前レポート受領 

6/27(土) 事前学習② 

7/ 4(土) 事前学習③ 

7/17(金)、18(土)  

事前レポート提出 

８月上旬  

～ 

９月中旬 

実習生受け入れ(実働 10 日以上) 

 ・コーディネーターによる中間指導への対応 実習 

９月 9/18(金)「実習状況報告書」・ 

「アンケート」の提出〆切 

9/19(土) 実習経験交流会参加(龍谷大学深草学舎) 

 

9/19(土) 事後学習 

１０月 
中旬：事後レポート受領 

10/2(金)、3(土)  

事後レポート提出 

登
録 

出
願
・
選
考 

事
前
学
習 

実
習 

事
後
学
習 
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５．受入先登録について 

インターンシップの実施に伴い以下のとおり、貴社・貴団体の情報について、本財団のホー

ムページから Web により登録していただきます。 

なお、登録には、ID とパスワードが必要になります。新規登録の場合、事務局にお問い合

わせください。また、FAX での登録をご希望の場合は、事務局までご連絡ください。 

 

(１)基本情報登録 １次〆切：1月 31 日（金）、最終〆切：2 月 28 日(金) 

＊１次〆切までにご登録していただいた場合、学生向けの『募集ガイド』(2 万部)に、 

貴社・貴団体名を掲載させていただきます。(掲載希望されない場合はお申し出ください) 

【登録の手順】 

①ログイン   →     ②規約の確認    →  ③基本情報の入力 

 

 

 

下記の実例を参考資料としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本財団の HP→事業内容について→インターンシップ→受入企業・団体の方へ→受入申込みについて

→ID・パスワードをお持ちの場合の詳細はコチラ→ログイン画面が開きます。 
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 ≪実習生決定の選考方法について≫ 

  選考方法には、①大学コンソーシアム京都出実習生を決定する以外に、②受入先に

て実習生を決定することもできます。 

① 大学コンソーシアム京都で実習生を決定 

面接結果をもとに、出願票の内容、また受入先の条件を確認し、 

本財団で実習生を決定 

 

② 受入先にて実習生を決定する。※4 種類からご希望の方法をご選択ください。  

a）本財団の面接結果、学生の出願票をもとに受入先が実習生を決定 

 
b）本財団の面接結果・学生の出願票に加えて指定の書類や課題を提出させて受入先

が実習生を決定 
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c）本財団の面接結果・学生の出願票に加え志望学生全員に面接を行い、その結果を

もとに実習生を決定 

 

d）本財団の面接結果・学生の出願票により受入先が選抜した志望学生に対し面接を

行い、その結果をもとに実習生を決定 

 

※受入初年度の場合、できるだけ「①大学コンソーシアム京都で実習生を決定」 
 でご登録いただけるようお願いします。 
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(２)実習部署登録 1次〆切：3月 12 日（木）、最終〆切：4 月 9 日(木) 

実習する部署情報・実習内容の登録をお願いします。 

 

★「実習部署登録」にあたり、下記の実例を参考資料としてください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３)確認メールの送付について 

登録・変更いただいた各種情報は、本財団にて内容を確認の上、承認させていただきます。

承認後、確認メールが自動配信されますのでご確認ください。入力後 3日(年末年始を除

く)を経過してもメールが届かない場合、事務局までお知らせください。 

 

実習内容・テーマは、学生が実習先を決める上で

一番重要な項目です。 
どのような実習をさせていただけるのか、学生が

イメージしやすいよう、日付事、箇条書き等、わ

かりやすくご記入ください。(文字数制限なし) 

実習地が複数箇所の場合

もすべてこちらにご記入

ください。 

実習期間は実働 10 日以上、

可能な限り連続した日程を

設けてください。 

6 月中旬から始まる、事前

訪問日までに、実習日を

必ず確定下さい。 
実習生と相談と記載され

た場合は、必ず事前訪問

時に学生と調整して日程

を決定してください。 
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学生 

受入先 

 

６．事前訪問ご担当者様確認票の提出について 

受入先登録担当者：受入全体の統括責任者 

受入先実習部署(指導)担当者：実際の受入部署（職場）での指導責任者 

 

 

受入先事前訪問は、実習生が実習前に実習職場に訪れて、実習部署（指導）担当者様と実

習中のスケジュール等詳細を打合せし、実習にむけての前準備を確認します。(P15 参照)

ご登録の実習部署（指導）担当者様に 6/15～17 に実習生から訪問依頼の電話をし、7/3 ま

でに、実習受入部署（職場）を訪問します。 

 

 

 

  し 

  

 

 

 

 以上の日程でスケジュールを立てることが難しい場合には、事務局までご相談ください。 

 

提出書類は、実習生決定の通知送付と同封しご案内します。  

 

◆事前訪問ご担当者様確認票 記入用紙 (様式①参照) 

実習生決定時に受入先登録担当者様宛に、以下の様式で、ご記入の依頼をさせていただ

きます。受入実習部署担当者様にご確認をいただき、実習部署ごとにご提出ください。 

貴社・団体  

実習部署（実習職場）  

実習部署住所 〒 

ご担当者役職  

ご担当者名  

電話番号  

依頼の電話をかける日 

（日程・時間等指定があれば） 
(6/15～6/17 で指定) 

事前訪問指定日 

(数日提示ください) 
(6/18～7/3 で指定) 

 

 

 

受入先事前訪問期間 

6/15～17 
電話での 
訪問依頼 

6/13 
事前学習 
第 1 回 

6/18～7/3 
受入先事前 
訪問期間 

 

6/27 
事前学習 
第 2 回 

7/4 
事前学習 
第 3 回 

7/17,18 
事前レポート

の提出 

 
 

電話 
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◆事前訪問への流れ 

 

6 月 5日(金)〆切 「事前訪問ご担当者様確認票」の提出をしていただきます。 

  

6 月 15 日（月）～6月 17 日（水）実習生が電話での訪問依頼をします。 

 実習生が、「事前訪問ご担当者確認票」でご回答いただきました実習部署のご担当者様に

直接電話を掛けますので、実習生の予定等とご調整いただき、訪問日時をご決定ください。 

実習生が複数の場合は、代表者 1 名が電話を掛ける予定ですが、各実習生からご連絡する

場合もあります。 

 

6 月 18 日(木)～7月 3 日(金) 実習生が実習部署のご担当者様を訪問します。 

実習生が、「事前訪問ご担当者様確認票」でご回答いただいた実習部署のご担当者様を、

ご指定ただいた時間、場所に訪問します。 

実習生が複数名の場合は、原則全員でお伺いする予定ですが、各々の訪問になる場合や代

表者のみ訪問する場合があります。 

 

※受入状況によって、事前訪問ができない、期間に設定できない等の場合は、事務局まで

ご相談をお願いします。 

 

 

 

ご協力のお願い 

実習生は、事前訪問での打合せ内容や実習に向けての事前準備等、お伺いした内容

をもとに、事前学習でのレポートを完成させます。 

事前訪問は、レポートの内容を決定する大きな要因となりますので、可能な限り早

い時期での実施をご予定ください。 
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７．実習生の事前訪問について 

事前訪問の目的は、実習地(交通手段含む)・実習日程の確認をし、直接実習でご担当いた

だける方から、実習内容について説明を受け、実習にむけての準備をするためです。 

事前訪問での第一印象、打ち合わせの内容は、受入先、学生双方にとって、その後の実習

をスムーズに進めるための重要なポイントになります。 

 

実習生が訪問日時を決めるため、事前に電話(6/15～6/17)をしますのでご対応をお願いし

ます。事前訪問期間は、6 月 18 日(木)から 7 月 3日(金)です。訪問時間は、1 時間程度で

ご予定ください。 

※以下、学生の「事前訪問報告書」です。実習生は、報告書に沿ってご担当者の方に質問

をします。内容をご確認の上、返答内容をご準備ください。 

 

＊＊＊2019 年度資料（参考）＊＊＊   

 

  

◆事前訪問にむけ
て、ご決定いただ
きたい確認項目 
 
①実習日程の設定 
日時、時間、場所 
 
②実習内容     
毎日の大まかなス
ケジュール 
「実習予定表」
P16 
 
③実習までに準備
してほしい事  
(レポートでの課
題など) 
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８．実習予定表について 

提出書類は、実習生決定の通知送付と同封しご案内します。 

事前訪問で学生と実習日程・内容の確認の後、7月 3 日（金）までに受入先実習部署担当

者の方より実習部署ごとに一部ご提出ください。ご提出いただいた「実習予定表」によ

り、実習生がどのような業務内容・実習スケジュールであるかをコーディネーターと事務

局が把握します。 

 

実習先名 

ID：  

担当者  
 

連絡先 
TEL:   

E-Mail:   

実習期間 月      日（    ） ～       月      日（    ） 

実働日数 日 

宿泊について 
宿泊有り    ・     宿泊なし 

※保険加入のため必要になります。 

実習内容 

 

※ 実習日程

表などがある

場合は添付で

可 

 

※ 学生の中間

発表、イベント開

催等、訪問希望

日がありました

ら、明記してくだ

さい。（日程によ

り上記の日に伺

えない場合があ

りますのでご了

承ください） 

実習日 実習部署・実習内容等 実習生指導担当者 
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９．受入先様からのメッセージシートについて 

実習期間中、学生が持参する実習日誌へ日々のアドバイス・所感の記入をお願いしており

ますが、最後に下記のシートにて、受入先の方より実習を終えた学生に、これからに向け

たメッセージをご記入いただき、実習最終日に学生にお渡しください。 

実習終了後、学生が就職活動や次のインターンシップ等の新たな活動にあたり、自己を振

り返る際に、受入先の方からのメッセージは、今後の成長につながるとても貴重なものと

なると思いますのでよろしくお願いします。 
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１０．よくある質問 

以下に、質問をまとめましたがご不明な点がありましたら、事務局までご連絡ください。 
 
【登録について】 
Ｑ ID とパスワードが分かりません。 
Ａ ID とパスワードは年度ごとに更新し、継続していただく場合は、12 月上旬から 1 月下

旬にご案内しております。なお、新規の場合は、事務局までご連絡ください。 
 
Ｑ 登録方法が分からない。またインターンシップにあたり、不明な点があります。 
Ａ 事務局までご連絡ください。ご訪問して説明いたします。 
 
Ｑ 登録している担当者が変わりました。 
Ａ Web 登録にて担当者を訂正、または、事務局までご連絡ください。 
 
Ｑ 登録すれば必ず実習生が来るのでしょうか。 
Ａ 志望する学生がいない場合、また、志望した学生の面接結果等によっては、実習生を派

遣できない場合があります。なお、受入先選考の場合、第一志望でしか選択出来ないた

め、出願者が少なくなる傾向があります。 
 
Ｑ 自社・自団体の業界に興味のある実習生が来るのでしょうか。 
Ａ 「教育プログラム」として運営していますので、働くということを学びたい、社会を知

りたい、といったような出願動機を持つ学生もいます。もし、○○業について興味のあ

る学生を受け入れたい、○○を学んでいる学生が良い、という希望がありましたら、実

習部署登録の際、受入条件に記載していただくことをおすすめしております。 
 
Ｑ 実習日は 10 日以上でないと受入れが出来ませんか。 
Ａ 教育プログラムとして、実働 10 日以上を条件としています。ただし、例外的に、宿泊

を伴う等で 10 日未満でも登録していただくことが可能な場合があります。新規でこの

ような実習を考えておられる場合は、事前に事務局までご連絡ください。 
 
Ｑ 実習日程、内容はいつまでに決めればいいでしょうか。 
Ａ 実習部署登録最終〆切日までに決めた上で、登録をお願いします。実習日程、内容は、

学生が実習先を決める上で重要な項目の一つです。 
 

Ｑ 実習生が加入している保険の証明書が必要です。 
Ａ 事務局までお問い合わせください。  
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【事前学習等について】 
Ｑ 実習前に学生は、どのようなことを学んでいるのですか。 
Ａ 実習前に、事前学習を 3 日間実施しています。事前学習では、担当コーディネーターが

指導するゼミクラスに分かれ、業界・企業研究や実習中の目標設定を行い、レポートに

まとめます。また、実習先についての守秘義務や専門講師によるビジネスマナー講習や

ロジカルシンキング講習も受講します。 
 
Ｑ 事前訪問とは何でしょうか？ 
Ａ 実習前(6 月中旬から 7 月上旬)に、実習生が受入先ご担当者様との顔合わせ及び実習内

容の詳細確認、事前に準備すべきことを確認するため、受入先へ訪問させていただくこ

とです。実習生は、事前訪問にて確認した事項を基に、事前学習に取り組みます。実習

日・就業時間・休日、服装や身だしなみについてもご指導ください。 
 
【実習中について】 
Ｑ 中間指導とは何でしょうか？ 
Ａ 実習期間中に、受入先ご担当者様への御礼と実習生の様子の確認と激励のため、コーデ

ィネーターが受入先を訪問することです。実習に関わり、財団職員、学生の所属大学の

教職員も、状況確認のためお伺いすることがあります。お困りの点等ございましたらそ

の際にお伝えください。 
 
Ｑ 自動車・自動二輪車・原動機付自転車による通勤について 
Ａ 自動車・自動二輪車・原動機付自転車による通勤について、事故の際の保険対象に含ま

れておりません。実習生には、公共交通機関での通勤をするよう指導しております。 
 
Ｑ 授業、体調不良等、実習生の都合で実習日が 10 日未満になりました。 
Ａ 実習日程が定められていたが、実習生が都合により休んだ場合は、欠勤として扱ってく

ださい。学生と日程調整をして代替の実習日を設けていただくことも可能です。 
 
Ｑ 天候不良、気象警報等により実習日が 10 日未満になりました。 
Ａ 学生と日程調整をして振替日を設けていただくようをお願いいたします。ただし、不可

能な場合、欠勤として扱ってください。 
 
Ｑ 事務局が休日(キャンパスプラザ京都の休館日)の月曜日に緊急の用件で連絡をとりたい。 
Ａ まずは、学生の所属大学のキャリアセンターにご連絡ください。 
 

Ｑ 実習生が備品を壊しました。 
Ａ 保険が適用される場合がありますので、事務局までご連絡ください。  
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１１．各種資料について 

 
(１)受入先にご提出いただく書類について 

登録後、以下の様式①~⑤の書類を提出していただきます。提出の依頼はメールまたは

郵送で連絡します。 
 

様式データは、以下にも格納しております。(5 月中旬から順次格納予定です) 

 
 
 
≪様式のご提出までの流れ≫ 

① 事務局よりメール・郵送で依頼→②書式のダウンロード→③メール、Fax または郵送での提出 

 
様式① 事前訪問ご担当者様確認票（6/5〆切） 
様式② 2020 年度インターンシップ・プログラム実習予定表（7/3〆切） 
様式③ 2020 年度インターンシップ実習生派遣に関する協定書(7 月上旬) 

※郵送にて送付  

様式④ 2020 年度インターンシップ・プログラム実習状況報告書（9/18〆切） 
様式⑤ 2020 年度インターンシップ受入先ご担当者アンケート（9/18〆切） 

 
(２)参考資料(主に実習生についての書類)   

参考資料① インターンシップ・プログラム出願票(参考：2019 年度版) 
参考資料② ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに参加する際の留意点・約束事  
参考資料③ 実習生情報票・誓約書(2020 年度版) 

      ※この資料は、実習生決定後、6 月中旬頃に受入先に送付させていただきます。 

参考資料④ 2020 年度 ビジネス・パブリックコース 講義計画 
参考資料⑤ 受入先メッセージシート 

 
 ※なお、これらの資料については、案として掲載しております。今後、内容を変更する場

合がありますので、予めご了承ください。 

本財団の HP→事業内容について→インターンシップ→受入企業・団体の方へ→各種様式→詳細はコ

チラ→ダウンロード書類の一覧画面が開きます 
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事前訪問ご担当者様確認票 
実習生が 6/18～7/3 に、以下の事項を確認するため、貴社・貴団体の実習ご担当者へ訪問さ

せていただきます。ご登録の実習部署担当者様に 6/15～１7 の間に実習生から訪問依頼の電話を

して、7/3 までに訪問します。 

★実習生が訪問先は、実際に実習する現場で、実習中に主に実習生をご指導いただける方の情報を

ご記入ください。  

 

貴社・団体名  

実習部署 
 

実習部署住所 

〒 

 

 

ご担当者役職 
 

 

ご担当者名 

 

 

 

電話番号 
 

 

依頼の電話をかける日 
（日程・時間等指定があれば） 

(6/15～6/17 で指定) 

事前訪問指定日 
(数日提示ください) 

(6/18～7/3 で指定) 

 

 

 

FAX (075)353-9101 
E- Mail：intern@consortium.or.jp 

大学コンソーシアム京都 インターンシップ事業推進室 行 

6 月 5 日（金） 〆切 

※この書類は、財団のホームページよりダウンロードしていただけます。 

【事前訪問ご担当者確認票のダウンロードについて】 

http://www.consortium.or.jp/project/intern/ukeire/format 

インターンシップ事業→受入企業・団体の方へ→各種様式→詳細はコチラ 

 

※人事異動等で担当者様等の変更がある場合は、以下財団ホームページより修正をお願いします。 

https://internship.consortium.or.jp/company/index.php 

インターンシップ事業→受入れ企業・団体の方へ→受入れ申込みについて→パスワードをお持ちの場合   

より、配付しているパスワードを入力しログインください。 
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FAX︓(075)353-9101 
E- Mail︓intern@consortium.or.jp 

⼤学コンソーシアム京都 インターンシップ事業推進室 ⾏ 

締切⽇︓７⽉ 3 ⽇（⾦） 
 
 

実習⽣がどのような業務内容・実習スケジュールであるか、コーディネーターが把握するための資料になります。 
また、実習期間中に、担当コーディネーターもしくは、財団職員が職場を訪問させていただく際、下記のご連
絡先にお問い合わせさせていただきます。 

ゼミクラス 

実習先名 

ID︓  

担当者  
 

連絡先 
 

 

実習期間 ⽉      ⽇（    ） 〜       ⽉      ⽇（    ） 

実働⽇数 ⽇ 

宿泊について 
宿泊有り    ・     宿泊なし 

※保険加入のため必要になります。 

実習内容 
 

※ 実習⽇程
表などがある場
合は添付で可 

 
※ 学⽣の中間
発表、イベント開
催等、訪問希望
⽇がありましたら、
明記してください。
（⽇程により上記
の⽇に伺えない場
合がありますのでご
了承ください） 

実習⽇ 実習部署・実習内容等 実習⽣指導担当者 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

２０２０年度インターンシップ・プログラム実習予定表 

※この書類は、財団のホームページよりダウンロードしていただけます。 

http://www.consortium.or.jp/project/intern/ukeire/format 

インターンシップ事業→受入企業・団体の方へ→各種様式→詳細はコチラ 
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イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実

習
生

派
遣

に
関
す

る
協

定
書

 
 «決

定
受
入
先

»（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）、

«大
学
名

»（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。）

お
よ
び

 
公
益
財
団

法
人

 大
学
コ
ン

ソ

ー
シ
ア
ム
京
都
（
以
下
「
丙
」
と
い
う
。）

は
、

20
19

年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生
派

遣
に
関
す
る
協
定

を
次

の
と
お

り
締
結
す
る
。

 
 （

実
習
生
）

 
第

1
条
 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生
（
以
下
「
実
習
生
」
と
い
う
。）

は
、

«氏
名

»と
す

る
。

 

（
実
習
生
の
身
分
）

 
第

2
条
 
甲
は
、
実
習
生
の
身
分
に
つ
い
て
、
乙
の
学
生
の
身
分
を
保
有
し
た
ま
ま
受
入

れ
る
も
の
と

す
る

。
 

（
実
習
期
間
）

 
第

3
条
 
実
習
生
の
実
習
期
間
は

20
19

年
6
月

15
日
か
ら

20
19

年
9
月

21
日
ま
で
の

間
で
行
う
。

 
た

だ
し
、
必
要
あ
る
と
き
は
甲
丙
協
議
の
う
え
実
習
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

（
実
習
内
容
）

 
第

4
条
 
実
習
生
の
実
習
内
容
は
、
甲
の
業
務
に
関
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
実
習
時
間
）

 
第

5条
 
実
習
生
の
実
習
期
間
中
に
お
け
る
実
習
時
間
は
、原

則
と
し
て
甲
の
定
め
る

就
業

時
間
に

準
ず

る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
必
要
あ
る
と
き
は
甲
丙
協
議
の
う
え
実
習
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

（
賃
金
等
）

 
第

6
条
 
実
習
生
に
対
す
る
賃
金
、
通
勤
手
当
等
は
、
甲
が
特
に
定
め
な
い
限
り
無
報
酬

と
す
る
。

 

（
秘
密
保
持
）

 
第

7条
 
甲
乙
丙
は
、
実
習
生
に
対
し
、
実
習
生
が
実
習
の
た
め
の
事
前
訪
問
、

事
前
事
後
学

習
お
よ
び
実
習
期
間

中
に
甲

に
つ
い
て
知
り
得
た
秘
密
事
項
（
顧
客
取
引
先
情
報
等
）
の
一
切
を
実
習
期
間
、
実

習
期

間
開
始

前
お

よ
び
終
了
後
も

漏
ら

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
実
習
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど
な

い
よ

う
指
導

す
る

。
 

２
 
甲
乙
丙
は
そ
れ
ぞ
れ
実
習
生
の
情
報
や
受
入
れ
先
の
秘
密
事
項
（
顧
客
取

引
先

情
報
等
）
の

取
り
扱
い
に
関

し
て

個
人

情
報
保
護
法
お
よ
び
そ
の
他
の
関
連
法
令
を
遵
守
す
る
。

 
３

 
甲
乙

丙
は
相

互
に
相

手
方
の
承
諾
な
く

し
て
第
三
者
に
前

項
の
秘
密

情
報

を
提
供

・
開
示

・
漏
え

い
し
て

は
な
ら

な

い
。

 

（
実
習
生
に
対
す
る
処
分
）

 
第

8
条
 
実
習
生
が
甲
の
秘
密
事
項
（
顧
客
取
引
先
情
報
等
）
を
漏
え
い
す
る
な
ど
、
信

頼
関
係
を
損
な
う

よ
う

な
行
為

を
行
っ
た
と
き
は
、
甲
は
速
や
か
に
丙
に
、
丙
は
乙
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
２

 
前
項
の
場
合
、
甲
と
丙
は
協
議
の
う
え
実
習
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す

る
。

 
３

 
乙
は
、
丙
か
ら
本
条
１
項
に
定
め
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
事
実
確
認
等

を
経
て

、
実
習
生

に
対

し
て
乙
の
規
定

等

に
従
い
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

 

受
講
番
号

«受
講

番
号

»番
 

«氏
名

» 
 （

保
険
の

加
入

）
 

第
9
条
 
丙

は
、
実
習
生
を
傷
害

保
険

お
よ
び
賠
償
責

任
保

険
に
加

入
さ

せ
る
も
の
と
す

る
。

 
２

 
乙
は

必
要

に
応
じ
て
実
習

生
に
学
生
教
育
研

究
災
害
傷
害

保
険

に
加
入
さ
せ
る

も
の

と
す
る

。
 

３
 
甲
が

丙
に

対
し
て
損
害
賠

償
請
求
で
き
る
範

囲
は
、
第
１

項
の

加
入
保
険
が
補

償
す

る
物
損

及
び

人
的
傷
害
に
限
り
、

か
つ
そ
の

請
求

額
は
、
第
１
項

の
加
入
保
険
の
補

填
額
を
限
度

と
す

る
。

 
 （

知
的
財

産
の

取
扱
い
）

 
第

10
条

 
甲

は
、
実
習

生
が
実

習
中
に
発
明

、
創
作
等
に
関

与
し
、
特
許

権
、
著
作

権
そ

の
他
の

知
的

財
産
に
関
す
る

権

利
が
生
じ

た
場

合
は
、
甲
の
定

め
る
知
的
財
産
に

関
す
る
規
程

等
に

従
う
も
の
と
す

る
。

 

（
そ
の
他

）
 

第
11

条
 
こ
の
協

定
に

定
め
る

事
項
で

疑
義

が
生
じ
た
と
き

、
又
は
、
こ
の

協
定

に
定
め

る
も
の

の
ほ

か
必
要
な
事
項

に

つ
い
て
は

、
甲

乙
丙
協
議
の
う

え
定
め
る
も
の
と

す
る
。

 
  

こ
の
協

定
書
は

3
通
作
成
し
、

甲
乙

丙
そ
れ
ぞ
れ
記

名
押

印
の
う

え
、
各

1
通
を
保
有
す

る
も
の
と
す
る
。

 
 

20
19

年
 
 
月
 

 
 

日
※
最
後
に
記
名
押
印
す
る
「
甲
」
が
押
印
日
を
記
入
す
る

 

  

甲
（

受
入
先
）
 

«決
定
受
入
先

» 
（
住

所
）

 
（

代
表
者

）
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
印

 

    
乙
（

大
学
）
 

«大
学
名

» 
（
住

所
）

 
（

代
表
者

）
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
印

 

    丙
 

公
益
財
団
法
人
 大

学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム

京
都
 

（
住

所
）
 
京
都
市
下
京
区
西

洞
院
通
塩
小

路
下

る
東
塩
小
路
町

93
9
番
地
 

 
キ
ャ
ン

パ
ス

プ
ラ
ザ
京
都
 

（
代
表
者

）
 
理
事

長
 
 

仲
谷
 

善
雄

 
 

 
印
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受入れ先企業・団体ご担当者様→インターンシップ事業推進室 

FAX：075-353-9101 E-mail：intern@consortium.or.jp 

 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

2020 年度インターンシップ・プログラム 実習状況報告書 

 

受講番号  クラス ― 

実習生氏名  

受入れ企業・団体名  

＊

実

習

先

ご

担

当

者

記

入

欄 

実習部署 

又はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名 
 

実習期間 2020 年     月     日（    ）～     月      日（    ） 

出勤状況 
（該当に■） 

出勤予定日数（   ）日間 
特記事項（欠席理由等） 

□全日出勤 

□欠勤（     ）日 

実習状況 
（該当に■） 

□大変良好 □良  好 □普  通 □やや不良 □不  良 

＜コメント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導責任者氏名 所 属：                      氏 名： 

実習終了後、ＦＡＸ、メール添付【９月１８日（金）〆切】にて大学コンソーシアム京都インターン

シップ事業推進室へお送りください。 

※この書類は、財団のホームページよりダウンロードしていただけます。 

http://www.consortium.or.jp/project/intern/ukeire/format 

インターンシップ事業→受入企業・団体の方へ→各種様式→詳細はコチラ 

 

 

9/18(金)締切 
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受
入

れ
先

企
業

・
団

体
ご

担
当

者
様

→
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
事

業
推

進
室

 
F

A
X

：
0

7
5

-
3

5
3

-
9

1
0

1
 

E
-
m

a
il：

in
te

rn
@c

on
so

rt
iu

m
.or

.jp
 

 

2
0
20

年
度

イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ

プ
 受

入
先

ご
担

当
者

 ア
ン

ケ
ー

ト
 

本
年
度
の

イ
ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
に
つ

い
て
、

受
入
れ

先
ご
担

当
者
の

忌
諱
な

き
ご
意

見
を
賜

れ
れ
ば

と
存
じ

ま
す
。

頂
き
ま

し
た
ご

意
見
に
つ

い
て

は
、

今
後
に

お
い
て

よ
り
良

い
事
業

と
す
る
た

め
の
参

考
資
料

と
さ
せ

て
い
た

だ
き
た

い
と
存

じ
ま
す

。
ご
多

用
の
と

こ
ろ
誠

に
恐
縮

で
は
ご
ざ

い
ま
す

が
、

実
習
が

終
了
し

ま
し
た

ら
、
９

月
１

８
日

（
金

）
ま
で
の
回
答
に

ご
協
力

い
た
だ

け
れ
ば

幸
い
で

す
。
 

公
益

財
団

法
人

 
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

 
 

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

事
業

推
進

室
 

 以
下

の
設

問
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

に
、

○
を

付
し

て
く

だ
さ

い
。

 

１
．

ご
準

備
い

た
だ

い
た

実
習

内
容

に
対

し
、

実
習

生
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

つ
い

て
い

か
が

で
し

た
か

。
 

 
 

①
 
満

足
し

て
い

る
 

 
 

 
 

 
②

 
ど

ち
ら

で
も

な
い

 
 

 
 

③
 
不

満
が

あ
る

 

 
 

（
差
し

つ
か

え
な

け
れ

ば
理
由

を
お

教
え
く

だ
さ

い
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ２
．

実
習

生
の

態
度

は
い

か
が

で
し

た
か

。
（

複
数

名
を

受
入

れ
て

い
た

だ
い

た
場

合
は

総
合

的
に

お
答

え
く

だ
さ

い
）

 

 
 

①
 
真

剣
に

取
り

組
ん

だ
 

 
 

 
②

 
普

通
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
 
真

剣
さ

を
感

じ
ら

れ
な

か
っ

た
 

（
差
し

つ
か

え
な

け
れ

ば
理
由

を
お

教
え
く

だ
さ

い
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

３
－

1
．

実
習

生
に

成
長

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

ま
す

か
。

 

 
 

①
 
成

長
が

あ
っ

た
と

感
じ

る
 

 
②

 
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 
 

③
 
成

長
が

あ
っ

た
と

思
え

な
い

 

 ３
－

２
．

前
問

で
「

①
 
成

長
が

あ
っ

た
」

と
答

え
た

方
に

お
伺

い
し

ま
す

。
ど

の
よ

う
な

成
長

が
あ

り
ま

し
た

か
。
（

複
数

回
答

可
）

 

 
 

①
 
学

習
意

欲
の

喚
起

 
 

 
 

②
 自

主
性

・
独

創
性

の
育

成
 

 
③

 
キ

ャ
リ

ア
形

成
 

 
 

④
 
問

題
解

決
能

力
の

向
上

 
 

⑤
 多

様
な

価
値

観
の

認
識

 
 

 
⑥

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
 

 
 

⑦
 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧

 
社

会
が

求
め

る
能

力
や

ス
キ

ル
の

向
上

 

 
 

⑨
 
そ

の
他

（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 ４
．

当
財

団
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
さ

れ
た

理
由

は
何

で
す

か
。

ひ
と

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

 
 

①
 
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

の
加

盟
大

学
と

の
強

化
の

た
め

 
 

②
 
指

導
す

る
こ

と
に

よ
り

社
員

の
育

成
に

な
る

か
ら

 

 
 

③
 
学

生
へ

の
自

社
Ｐ

Ｒ
の

た
め

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

④
 
採

用
活

動
に

つ
な

げ
た

い
か

ら
 

 
 

⑤
 
学

生
か

ら
自

社
に

対
す

る
ア

イ
デ

ア
を

得
る

た
め

 
 

 
 

⑥
 
社

会
貢

献
 

 
 

⑦
 
そ

の
他

 
（

具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ５
．

実
習

生
の

受
け

入
れ

に
よ

る
一

番
の

メ
リ

ッ
ト

は
何

で
す

か
。

ひ
と

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

 
 

①
 
大

学
と

の
連

携
強

化
 

 
 

 
②

 
職

場
活

性
化

 
 

 
 

 
 

③
 
指

導
す

る
社

員
の

成
長

 

 
 

④
 
自

社
の

Ｐ
Ｒ

・
広

報
・

宣
伝

 
⑤

 
優

秀
な

学
生

と
の

出
会

い
 

⑥
 
新

た
な

企
画

開
発

 
 

⑦
 
社

会
貢

献
 

 
 

⑧
 
そ

の
他

 
（

具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ６
．

実
習

生
の

受
け

入
れ

に
よ

る
一

番
の

デ
メ

リ
ッ

ト
は

何
で

す
か

。
ひ

と
つ

だ
け

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

 
 

①
 
指

導
に

時
間

・
コ

ス
ト

が
か

か
る

 
 

②
 
事

前
の

準
備

に
時

間
・

コ
ス

ト
が

か
か

る
 

 
 

③
 
安

全
へ

の
配

慮
に

手
間

が
か

か
る

 
 

④
 
情

報
漏

洩
が

不
安

で
あ

る
 

 
 

⑤
 
そ

の
他

 
（

具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ７
．

実
習

内
容

は
主

に
ど

の
よ

う
な

も
の

で
し

た
か

。
 

 
 

①
 
社

員
の

基
幹

的
な

業
務

の
一

部
を

体
験

 
 

 
②

 社
員

の
補

助
的

な
業

務
の

一
部

を
体

験
 

 
 

③
 
社

員
の

通
常

業
務

以
外

の
業

務
 

 
 

 
 

 
④

 見
学

を
中

心
に

実
施

 

 
 

⑤
 
新

任
者

研
修

に
準

ず
る

座
学

を
中

心
に

実
施

 

 
 

⑥
 
そ

の
他

（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

８
．

支
給

さ
れ

た
各

種
手

当
の

総
額

（
な

い
場

合
は

「
０

円
」
）

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

※
複

数
名
を

受
入

れ
て

い
た

だ
い
た

場
合

は
１

名
あ

た
り
で
お

答
え

く
だ

さ
い
。
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
円

 

受
入

れ
先

企
業

・
団

体
ご

担
当

者
様

→
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
事

業
推

進
室

 
F

A
X

：
0

7
5

-
3

5
3

-
9

1
0

1
 

E
-
m

a
il：

in
te

rn
@c

on
so

rt
iu

m
.or

.jp
 

 ９
－

1
．

過
去

の
実

習
生

が
、

貴
社

・
貴

団
体

の
採

用
試

験
に

参
加

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。
 

 
 

①
 
あ
る
 
 

 
 

 
 
②

 
な
い

 
 
 
 
 
 

③
 新

卒
採
用
を
行

っ
て

い
な
い
 
 

 
④

 わ
か
ら

な
い
 

 ９
－

２
．

前
問
で

「
①
あ

る
」

と
答

え
た

方
に

お
伺
い
し
ま

す
。
実

習
修

了
生

を
、
採
用
さ

れ
た

こ
と

が
あ
り
ま

す
か
。
 

 
 

①
 
あ
る
 

 
 
 
 
 
②
 
な
い
 
 

 
 

 
 
③

 選
考

過
程

で
採
用
に
は
至

ら
な

か
っ
た
 

 ９
－

３
．

実
習
修

了
生
を

採
用

さ
れ

た
こ

と
が

あ
る
場
合
修

了
生
を

コ
ン

ソ
の

イ
ベ
ン
ト
に

参
加

さ
せ

て
も
ら
え

ま
す
か
。

 

 
 

①
 
参

加
さ

せ
て

も
よ

い
 

 
 

 
②
 参

加
さ

せ
な
い
 
 

 
 
 
③
 イ

ベ
ン
ト
に
よ
る
 

 １
０

．
当

財
団

以
外

か
ら

大
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
受

け
入

れ
て

い
ま

す
か

。
 

 
 

①
 
は

い
（

ex
○
○
大
学
と
協
定
、
自
由
応
募
等
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
 

②
 
い

い
え

 

 １
１

．
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
教

員
に

よ
る

中
間

指
導

に
つ

い
て

、
ご

意
見

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

記
載

く
だ

さ
い

。
 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 
１

２
－

1
．

次
年

度
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
入

れ
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

 

 
 

①
 
受

入
れ

る
予

定
で

あ
る

（
ビ

ジ
ネ

ス
･パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
ー

ス
）

 
 

 
 

②
 
受

入
れ

な
い

（
差

しつ
か

えな
け

れば
理

由を
お

教
え

く
だ

さ
い
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

③
 
未

定
 

 １
２

－
２

．
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

の
長

期
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
も

興
味

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 
 

①
興

味
が

あ
る

 
 

 
 

 
②

興
味

が
な

い
 

 
 

 １
２

－
３

．
前

問
で

「
①

興
味

が
あ

る
」

と
答

え
た

方
に

お
伺

い
い

た
し

ま
す

。
 

①
詳

し
い

内
容

を
説

明
し

て
ほ

し
い

。
 

 
②

長
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
は

考
え

て
い

な
い

 
 

 

１
３

－
１

．
2
0
2
0
年

度
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体

に
つ

い
て

、
ど

の
ぐ

ら
い

満
足

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 
 

①
 
満

足
 

 
 

 
②

 や
や

満
足

 
 

 
③

 
ど

ち
ら

で
も

な
い

 
 

 
④

 
や

や
不

満
 

 
 

⑤
 不

満
 

 １
３

－
２

．
前

問
で

選
択

さ
れ

た
満

足
度

の
理

由
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
１

４
．

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体

に
つ

い
て

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

１
５

．
当

財
団

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
知

人
・

同
僚

等
に

参
加

を
推

奨
し

た
い

と
思

い
ま

す
か

？
 

 
 

①
 
推

奨
し

た
い

 
 

②
 
や

や
推

奨
し

た
い

 
③

 
ど

ち
ら

で
も

な
い

 
④

 
あ

ま
り

推
奨

し
た

く
な

い
 

⑤
 
推

奨
で

き
な

い
 

 １
６

．
当

財
団

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
事

業
に

つ
い

て
ご

意
見

、
ご

要
望

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

貴
社
・

貴
団
体

名
：

 
 

 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  

 
  
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

ご
所
属

・
役
職

：
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
ご
芳

名
：

 
  

 
 
 

 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
  
 

 

 ご
協

力
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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様式⑥
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公
益

財
団

法
人

 ⼤
学

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

 

20
20

年
度

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
・プ

ロ
グ

ラ
ム

 実
習

⽣
情

報
票

 
  

フリ
ガ

ナ
 

 

氏
  

  
名

 
  

 

⽣
年

⽉
⽇

 
⻄

暦
  

  
  

  
年

  
  

  
 ⽉

  
  

  
 ⽇

 
性

 別
 

（
該

当
に

■
）

 
□

男
・□

⼥
 

 

所
属

⼤
学

 

大
  

  
学

 
短

期
大

学
 

学
  

部
  

  
  

  
  

 学
科

 
研

究
科

  
  

  
  

  
 専

攻
 

学 年
 

年
次

⽣
 

 

現
 住

 所
 

〒
  

  
  

 －
  

  
  

  
  

  
  

  
  TE

L 
  

  
  

 （
  

  
  

  
）

  
  

  
  

  
  

 
 

連
 絡

 先
 

Ｅ
-m

ai
l 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

携
帯

電
話

番
号

  
  

  
  

－
  

  
  

  
  

－
  

 
 

帰
 省

 先
 

〒
  

  
  

 －
 

  TE
L 

  
  

  
 （

  
  

  
  

）
 

 

交
通

手
段

 

   

 
資

格
・技

能
 

・専
門

分
野

・ 
PC

ス
キ

ル
等

 

 

 実
習

す
る

上
で

、目
標

に
 

す
る

こと
 

   

 ＜
備

考
＞

 
 

 
写

  
 真

 
（

の
り
づ

け
）

 
４
×

３
cm

 
裏

面
に

大
学
名

、
氏

名
を
記
入

す
る
こ
と

 

  
  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 

20
20

年
  

  
 月

  
  

 日
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 御
中

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

大
 学

 名
：

 
   

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

受
講

番
号

：
 

   
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
氏

  
  
名
：

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 印

 
  

誓
  

  
約

  
  
書

 

   
こ
の

た
び
私
は
、
公
益

財
団
法

人
 大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都

の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に

よ
り
、

 
イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ
プ
実
習

生
と

し
て
実

習
す

る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

 
こ
の

う
え
は
、
以
下
の
事
項
を

厳
守
し
て
誠

実
に

実
習
を
全
う

す
る
こ
と
を
誓

約
い

た
し
ま

す
。

 
 

記
 

 
一
、
実
習

生
情
報
票
の
記

載
内

容
は
相

違
あ

り
ま
せ
ん
。

 
 一
、
就
業

規
則
、
そ
の
他

の
諸

規
則
を

固
く

守
り
ま
す
。

 
 
一
、
実
習

の
た

め
の
事

前
訪

問
、
事

前
事

後
学
習

お
よ

び
実

習
期
間

中
に
お

い
て

知
り

得
た
情

報
は

、
実
習

期
間

、

実
習

期
間
開
始
前
お

よ
び

終
了
後

も
一

切
他
言
い
た
し

ま
せ

ん
。

 
ま
た

、
そ
れ
ら
の
情

報
を

実
習
以

外
の

目
的
に
利
用
す

る
こ

と
や
、

名
誉

毀
損
な
ど
に
関

わ
る
行
為
は

 
行
い

ま
せ
ん
。

 
 一
、
実
習

担
当
責
任
者
の

指
揮

及
び
監

督
に

従
い
ま
す
。

 
 一
、
職
場

秩
序
を
守
り
、

実
習

生
と
し

て
品

位
品
格
を
損
な

う
こ

と
は
い

た
し

ま
せ
ん
。

 
 一
、
無
断

で
欠
席
、
遅
刻

、
早

退
は
い

た
し

ま
せ
ん
。
や
む

を
え

な
い
場

合
は

、
必
ず
実
習
担
当

責
任
者
に

 
連
絡

い
た
し
ま
す
。

 
 

一
、
業
務

の
都
合
上
、
実

習
時

間
及
び

実
習

日
の
変
更
が
あ

る
場

合
に
も

、
こ

れ
に
従
い
ま
す
。

 
 

以
上
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参考資料③



 

日
程

時
間

コ
マ

数
講

義
名

講
義

形
式

目
標

内
容

会
場

1
0
:0

0
～

1
1
:0

0
(6

0
)

第
1
講

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
①

：
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

に
あ

た
っ

て
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

講
習

①
：
事

前
学

習
に

向
け

て
の

心
構

え
全

受
講

生
合

同
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

目
的

・
趣

旨
（
特

に
事

前
学

習
）
・

注
意

点
の

理
解

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

や
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

臨
む

心
構

え
等

を
説

明
し

ま
す

。

1
1
:2

0
～

1
2
:5

0
(9

0
)

第
2
講

ク
ラ

ス
の

相
互

理
解

ゼ
ミ

ク
ラ

ス
メ

ン
バ

ー
の

相
互

理
解

ク
ラ

ス
に

分
か

れ
、

担
当

教
員

を
中

心
と

し
て

、
ク

ラ
ス

メ
ン

バ
ー

の
紹

介
を

し
あ

い
ま

す
。

1
3
:5

0
～

1
5
:2

0
(9

0
)

第
3
講

実
習

に
向

け
た

仮
説

と
目

標
の

設
定

実
習

に
向

け
た

仮
説

と
目

標
の

明
確

化
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

中
心

と
し

て
、

仮
説

と
実

習
目

標
設

定
の

た
め

の
意

見
交

換
を

行
い

ま
す

。

1
5
:3

0
～

1
6
:3

0
(6

0
)

第
4
講

1
6
:4

0
～

1
8
:1

0
(9

0
)

第
5
講

1
0
:0

0
～

1
1
:3

0
(9

0
)

第
6
講

業
界

と
社

会
に

対
す

る
学

習
①

1
1
:4

0
～

1
2
:4

0
(6

0
)

第
7
講

業
界

と
社

会
に

対
す

る
学

習
②

1
3
:4

0
～

1
5
:1

0
(9

0
)

第
8
講

1
5
:2

0
～

1
6
:5

0
(9

0
)

第
9
講

1
0
:0

0
～

1
1
:3

0
(9

0
)

第
1
0
講

実
習

に
向

け
た

仮
説

と
目

標
の

設
定

①
ゼ

ミ
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
じ

た
、

実
習

の
仮

説
と

目
標

の
修

正
、

確
定

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
、

事
前

学
習

の
総

ま
と

め
と

し
て

、
実

習
目

標
を

明
確

に
し

ま
す

。
ま

た
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
び

ま
す

。

1
2
:3

0
～

1
4
:0

0
(9

0
)

第
1
1
講

実
習

に
向

け
た

仮
説

と
目

標
の

設
定

②
ゼ

ミ
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
じ

た
、

実
習

の
仮

説
と

目
標

の
修

正
、

確
定

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
、

事
前

学
習

の
総

ま
と

め
と

し
て

、
実

習
目

標
を

明
確

に
し

ま
す

。
ま

た
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
び

ま
す

。

1
4
:1

0
～

1
5
:4

0
(9

0
)

第
1
2
講

実
習

に
向

け
た

仮
説

と
目

標
の

設
定

③
ゼ

ミ
事

前
学

習
レ

ポ
ー

ト
の

内
容

の
充

実
事

前
学

習
レ

ポ
ー

ト
の

内
容

を
よ

り
深

め
ま

す
。

1
6
:0

0
～

1
7
:3

0
(9

0
)

第
1
3
講

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
講

習
②

：
実

習
・
事

後
学

習
に

向
け

て
の

心
構

え
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

②
：
実

習
・
事

後
学

習
に

向
け

て
の

事
務

連
絡

全
受

講
生

合
同

実
習

中
の

リ
ス

ク
の

軽
減

、
リ

ス
ク

管
理

の
重

要
性

の
理

解
促

進
　

実
習

に
あ

た
っ

て
の

最
終

の
確

認
、

意
識

喚
起

実
習

中
に

留
意

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
リ

ス
ク

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
実

習
に

あ
た

っ
て

の
準

備
、

確
認

・
注

意
事

項
を

確
認

し
ま

す
。

2
0
2
0
/
0
7
/
11

（
土

）
1
0
:0

0
～

1
8
:0

0
補

講
日

龍
谷

大
学

深
草

キ
ャ

ン
パ

ス

実 習

9
:0

0
～

1
0
:3

0
(9

0
)

1
0
:5

0
～

1
2
:2

0
(9

0
)

1
0
:0

0
～

1
1
:0

0
(6

0
)

第
1
4
講

実
習

経
験

の
共

有
①

1
1
:1

0
～

1
2
:1

0
(6

0
)

第
1
5
講

実
習

経
験

の
共

有
②

1
3
:1

0
～

1
4
:4

0
(9

0
)

第
1
6
講

実
習

経
験

の
共

有
③

ゼ
ミ

実
習

の
振

り
返

り
、

経
験

の
共

有
、

成
長

点
の

認
識

、
仮

説
の

検
証

、
今

後
の

学
生

生
活

へ
の

接
続

実
習

経
験

交
流

会
に

向
け

て
、

ク
ラ

ス
と

し
て

の
経

験
共

有
を

ま
と

め
ま

す
。

1
5
:0

0
～

1
6
:3

0
(9

0
)

第
1
7
講

実
習

経
験

交
流

会
最

終
の

ま
と

め
と

経
験

交
流

実
習

を
通

し
て

学
ん

だ
こ

と
を

ゼ
ミ

ご
と

に
発

表
し

、
他

の
ゼ

ミ
の

発
表

を
聞

く
こ

と
で

、
考

え
方

や
伝

え
方

な
ど

を
学

び
、

事
後

学
習

レ
ポ

ー
ト

の
内

容
に

反
映

さ
せ

ま
す

。

1
6
:4

0
～

1
7
:4

0
(6

0
)

第
1
8
講

実
習

経
験

の
振

り
返

り
／

全
体

講
評

／
修

了
式

ゼ
ミ

単
位

で
の

振
り

返
り

全
体

に
よ

る
振

り
返

り
他

の
ゼ

ミ
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

か
ら

各
ク

ラ
ス

で
振

り
返

り
を

行
っ

た
後

、
全

体
講

評
に

よ
る

振
り

返
り

と
修

了
証

を
授

与
し

ま
す

。

2
0
2
0
/
0
9
/
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（
土

）
1
0
:0

0
～

1
8
:0

0
補

講
日

龍
谷

大
学

深
草

キ
ャ

ン
パ

ス

　
　

　
■
7
月

1
2
日

(
土

)
は

事
前

学
習

が
休

講
と

な
っ

た
場

合
の

補
講
日

　
　

　
■
9
月

2
6
日

(
土

)
は

事
後

学
習

が
休

講
と

な
っ

た
場

合
の

補
講
日

　
　

　
■
9
月

1
2
日

(
土

)
は

ク
ラ

ス
に

よ
っ

て
補

講
を

実
施

　
　

　
■

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト

提
出

期
間

：
7
月

1
7
日

(
金

)
・

1
8
日

(
土

)
1
0
:
0
0～

1
7
:
0
0

　
　

　
■

事
後

学
習

レ
ポ

ー
ト

提
出

期
間

：
1
0
月

2
日

(
金

)
・

3
日

(
土

)
1
0
:
0
0～

1
7
:
0
0　

※
9
/
1
2
（

土
）

補
講

日
及

び
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

場
所
:
キ

ャ
ン

パ
ス

プ
ラ

ザ
京
都

ゼ
ミ

実
習

の
振

り
返

り
、

経
験

の
共

有
、

成
長

点
の

認
識

、
仮

説
の

検
証

、
今

後
の

学
生

生
活

へ
の

接
続

実
習

に
お

い
て

得
た

こ
と

や
感

じ
た

課
題

等
に

つ
い

て
相

互
に

発
表

を
行

い
、

個
々

の
体

験
を

ク
ラ

ス
で

共
有

し
ま

す
。

そ
れ

ら
に

基
づ

く
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
し

て
仮

説
の

検
証

を
行

い
、

レ
ポ

ー
ト

の
内

容
を

深
め

ま
す

。

龍
谷

大
学

深
草

キ
ャ

ン
パ

ス

ゼ
ミ

合
同

※
事

後
学

習
日

に
気

象
警

告
の

発
令

と
交

通
機

関
の

不
通

等
に

よ
り

講
義

休
止

が
発

生
し

た
場

合
の

補
講

予
備

日
に

な
り

ま
す

2
0
2
0
/
0
7
/
04

(土
）

龍
谷

大
学

深
草

キ
ャ

ン
パ

ス

※
事

前
学

習
日

に
気

象
警

告
の

発
令

と
交

通
機

関
の

不
通

等
に

よ
り

講
義

休
止

が
発

生
し

た
場

合
の

補
講

予
備

日
に

な
り

ま
す

実
習

の
実

施
　

(原
則

と
し

て
8
月

1
日

～
9
月

1
8
日

の
期

間
で

実
施

さ
れ

ま
す

。
実

習
期

間
中

に
担

当
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

中
間

指
導

が
あ

り
ま

す
。

）

事 後 学 習

2
0
2
0
/
0
9
/
12

（
土

）
補

講
日

※
ク

ラ
ス

に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

キ
ャ

ン
パ

ス
プ

ラ
ザ

京
都

2
0
2
0
/
0
9
/
19

（
土

）

ゼ
ミ

　
業

界
情

報
の

理
解

促
進

、
実

習
先

で
の

実
習

イ
メ

ー
ジ

の
　

明
確

化
、

受
入

先
情

報
収

集
　

受
入

先
担

当
者

や
修

了
生

の
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

お
話

を
も

と
に

受
入

先
　

に
つ

い
て

探
求

し
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト

作
成

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
び

、
内

容
を

深
め

ま
す

。

龍
谷

大
学

深
草

キ
ャ

ン
パ

ス

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ゼ
ミ

ロ
ジ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
の

獲
得

ロ
ジ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
の

獲
得

を
目

指
し

、
専

門
講

師
を

招
い

て
実

践
的

理
論

を
学

び
ま

す
。

２
０

２
０

年
度

　
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
ー

ス
　

講
義

計
画

（
案

）

事 前 学 習

2
0
2
0
/
0
6
/
13

（
土

）
龍

谷
大

学
深

草
キ

ャ
ン

パ
ス

ゼ
ミ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
就

業
意

識
の

向
上

、
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

の
基

本
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
等

の
習

得
就

業
意

識
の

向
上

、
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

の
基

本
、

対
人

関
係

の
中

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
等

に
つ

い
て

、
専

門
講

師
を

招
い

て
講

習
し

ま
す

。

受
入

先
事

前
訪

問
期

間
：
原

則
6
月

1
8
日

(木
)～

７
月

3
日

(金
)の

間
に

実
習

先
を

訪
問

し
、

実
習

内
容

・
期

間
の

確
認

や
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
向

け
て

ア
ド

バ
イ

ス
等

の
指

導
を

受
け

ま
す

。

2
0
2
0
/
0
6
/
27

（
土

）

30
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